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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第43期

会計期間

自　平成20年４　
　　

　　　　月21日
至　平成20年10
　　　月20日

自　平成20年７
　　　月21日
至　平成20年10
　　　月20日

自　平成19年４　
　　　　

　　　　月21日
至　平成20年４
　　　月20日

売上高 (千円) 3,314,1801,683,0247,779,019

経常利益 (千円) 238,205 117,887 816,687

四半期(当期)純利益 (千円) 129,901 68,145 451,525

純資産額 (千円) ― 6,469,7916,387,639

総資産額 (千円) ― 9,435,0979,889,985

１株当たり純資産額 (円) ― 927.44 915.46

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 19.27 10.11 66.85

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 66.3 62.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 149,053 ― 381,448

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △557,037 ― △1,571,512

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △58,399 ― △209,706

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 630,8271,097,211

従業員数 (名) ― 246 246

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載いたしておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社クループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年10月20日現在

従業員数(名) 246

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年10月20日現在

従業員数(名) 142

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

理科学機器設備 466,579

保健医科機器 ―

産業用機器 114,923

合計 581,502

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

理科学機器設備 994,818 305,933

保健医科機器 388,268 91,533

産業用機器 315,409 119,144

合計 1,698,495 516,611

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

理科学機器設備 1,000,761

保健医科機器 365,061

産業用機器 317,201

合計 1,683,024

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(１)　業績の状況

当第２四半期連結会計期間は、需要が急増していた救急救命分野と文教外市場における特定用途什

器の売上が前期を下回ったことから、売上高は16億83百万円となりました。 

利益面におきましては、経営全般にわたる合理化・効率化に取り組みましたが、利益率の低下と棚卸資

産の評価に関する会計基準の適用による棚卸評価損により、営業利益は１億２百万円、経常利益は１億

17百万円となりました。なお、株価低迷による投資有価証券評価損を６百万円を計上いたしましたの

で、四半期純利益は68百万円となりました。 

　事業の種類別の状況につきましては次のとおりであります。 

　理科学機器設備部門 

　当事業部門では、改正建築基準法施行以降の工期及び発注の遅れにより学校向け設備機器の納品がず

れ込んだことに加え、前期と同じ規模の特定用途什器の物件に恵まれず、それに対する十分なカバーが

出来なかったことから、当部門の売上高は10億円、営業利益は93百万円となりました。 

　保健医科機器部門 

　当事業部門では、救急救命分野において、一般市民が行なう一次救命処置が重視され、引き続きＡＥＤ

（自動体外式除細動器）の普及という追い風を受けましたが、商品供給の遅れと、競争が激化したこと

による大口物件を中心とした販売価格の低下により、当部門の売上高は３億65百万円、営業利益は75百

万円となりました。 

　産業用機器部門 

　当事業部門では、半導体業界を中心とした設備投資に対し、製造設備の配管部に使用される保温・加

熱用電気ヒーター及び半導体の寿命を測定する環境試験機器の受注獲得に注力いたしましたが、半導

体製造業界をはじめとする設備投資にかげりが見えた影響で、売上高は３億17百万円、営業利益は47百

万円となりました。 

 

(２)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は94億35百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億54百

万円減少しました。これは主に、有価証券が４億40百万円、投資有価証券が66百万円増加する一方、現金

及び預金が４億66百万円、受取手形及び売掛金が５億18百万円それぞれ減少したこと等によるもので

あります。負債は29億65百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億37百万円減少しました。これは

主に、支払手形及び買掛金が３億13百万円、未払法人税等が93百万円、賞与引当金が50百万円それぞれ

減少したこと等によるものであります。純資産は64億69百万円となり、自己資本比率は66.3％となりま

した。
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(３)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期末における現金及び現金同等物は６億30百万円となり、第１四半期連結会計期間末と

比べ８万円増加いたしました。

　営業活動により得られた資金は、税金等調整前四半期純利益１億11百万円の計上などにより、１億75

百万円となりました。

　投資活動により使用した資金は、有価証券の取得による支出２億74百万円、有形固定資産の取得によ

る支出９百万円、有価証券の売却による収入１億22百万円などにより、１億64百万円となりました。

　財務活動により使用した資金は、長期借入金の返済による支出３百万円であります。

 

(４)　業績上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(５)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、50,782千円であります。

当第２四半期連結会計期間の主な成果としては、新学習指導要領に基づく授業に対応した「実験用

オシロスコープ」「実験用低周波発振器」などの開発をあげることができます。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,200,000

計 27,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年10月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年12月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,801,760 6,801,760名古屋証券取引所市場第二部 ―

計 6,801,760 6,801,760 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当する事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当する事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月21日～
平成20年10月20日

― 6,801,760 ― 787,299 ― 676,811
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(5) 【大株主の状況】

平成20年10月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱やがみビル 愛知県名古屋市天白区弥生が岡327番地 2,790 41.01

㈲八世クリエイト 愛知県名古屋市天白区弥生が岡327番地 530 7.79

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 336 4.93

㈱八神製作所 愛知県名古屋市中区千代田２―16―30 310 4.55

八　神　　基 愛知県名古屋市天白区 305 4.48

第一生命保険(相)
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行㈱)

東京都千代田区有楽町１―13―１
(東京都中央区晴海１―８―12　晴海アイラン
ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟)

210 3.08

ヤガミ従業員持株会 愛知県名古屋市中区丸の内３―２―29 166 2.44

名古屋中小企業投資育成㈱ 愛知県名古屋市中村区名駅南１―16―30 162 2.38

八　神　昌　裕 愛知県名古屋市天白区 121 1.79

高　本　留　一 大阪府南河内郡河南町 100 1.47

計 ― 5,031 73.96
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年10月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　61,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式6,734,000 6,734 ―

単元未満株式 普通株式　6,760 ― ―

発行済株式総数 6,801,760― ―

総株主の議決権 ― 6,734 ―

(注)　単元未満株式には、当社所有の自己株式740株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年10月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤガミ

名古屋市中区丸の内
３―２―29

61,000 ― 61,000 0.89

計 ― 61,000 ― 61,000 0.89

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月

最高(円) 624 620 620 610 599 580

最低(円) 575 550 560 580 596 471

(注)　１　最高・最低株価は名古屋証券取引所(市場第二部)におけるものであります。

２　上記の月別最高・最低株価は、20日を基準とした月別となっており、５月は４月21日から５月20日まで、以後

同様になっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間(平成20年7月21日から平成20年10月20日まで)及び当第２四半期連結累

計期間（平成20年４月21日から平成20年10月20日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年8月7日内閣府令第50号)附則第７号第１項第５号

ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月21

日から平成20年10月20日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月21日から平成20年10月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人東海会計社により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ヤガミ(E02843)

四半期報告書

11/27



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年10月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年４月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,181,827 2,648,211

受取手形及び売掛金 ※２
 1,655,543

※２
 2,174,340

有価証券 440,137 －

商品及び製品 806,392 785,748

仕掛品 86,413 73,128

原材料及び貯蔵品 255,641 235,492

繰延税金資産 75,948 93,847

その他 68,575 32,680

貸倒引当金 △4,806 △6,107

流動資産合計 5,565,672 6,037,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,045,788

※１
 1,078,842

土地 1,850,780 1,850,780

その他（純額） ※１
 103,915

※１
 111,541

有形固定資産合計 3,000,484 3,041,165

無形固定資産

ソフトウエア 8,573 9,124

その他 4,555 4,555

無形固定資産合計 13,128 13,679

投資その他の資産

投資有価証券 343,204 276,344

繰延税金資産 322,837 335,273

その他 193,911 189,134

貸倒引当金 △4,142 △2,953

投資その他の資産合計 855,811 797,799

固定資産合計 3,869,424 3,852,643

資産合計 9,435,097 9,889,985
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年10月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年４月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,429,299 1,743,002

短期借入金 91,843 104,329

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

未払金 102,738 97,374

未払法人税等 82,273 175,391

賞与引当金 107,881 158,317

その他 110,502 153,082

流動負債合計 1,944,539 2,451,496

固定負債

社債 80,000 90,000

繰延税金負債 149,741 173,356

退職給付引当金 257,115 250,699

役員退職慰労引当金 298,256 303,401

その他 235,653 233,392

固定負債合計 1,020,766 1,050,849

負債合計 2,965,305 3,502,346

純資産の部

株主資本

資本金 787,299 787,299

資本剰余金 676,811 676,811

利益剰余金 4,804,502 4,708,301

自己株式 △40,082 △40,082

株主資本合計 6,228,530 6,132,329

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,420 37,935

評価・換算差額等合計 22,420 37,935

少数株主持分 218,840 217,374

純資産合計 6,469,791 6,387,639

負債純資産合計 9,435,097 9,889,985
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月21日
　至 平成20年10月20日)

売上高 3,314,180

売上原価 2,034,373

売上総利益 1,279,807

販売費及び一般管理費 ※
 1,070,584

営業利益 209,222

営業外収益

受取利息 7,574

有価証券利息 3,146

受取配当金 2,068

不動産賃貸料 23,259

その他 9,714

営業外収益合計 45,762

営業外費用

支払利息 3,014

社債利息 342

不動産賃貸費用 11,469

その他 1,954

営業外費用合計 16,780

経常利益 238,205

特別利益

投資有価証券売却益 335

貸倒引当金戻入額 1,331

特別利益合計 1,667

特別損失

固定資産除却損 21

投資有価証券評価損 6,670

貸倒引当金繰入額 1,000

特別損失合計 7,691

税金等調整前四半期純利益 232,180

法人税、住民税及び事業税 82,133

法人税等調整額 17,280

法人税等合計 99,413

少数株主利益 2,865

四半期純利益 129,901
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月21日
　至 平成20年10月20日)

売上高 1,683,024

売上原価 1,032,710

売上総利益 650,313

販売費及び一般管理費 ※
 547,481

営業利益 102,832

営業外収益

受取利息 5,930

有価証券利息 2,782

不動産賃貸料 11,744

その他 2,508

営業外収益合計 22,965

営業外費用

支払利息 1,623

社債利息 166

不動産賃貸費用 5,856

その他 264

営業外費用合計 7,910

経常利益 117,887

特別利益

貸倒引当金戻入額 528

特別利益合計 528

特別損失

固定資産除却損 21

投資有価証券評価損 6,670

特別損失合計 6,691

税金等調整前四半期純利益 111,724

法人税、住民税及び事業税 68,823

法人税等調整額 △25,749

法人税等合計 43,073

少数株主利益 505

四半期純利益 68,145
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月21日
　至 平成20年10月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 232,180

減価償却費 57,714

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,416

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5,144

賞与引当金の増減額（△は減少） △50,435

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20

受取利息及び受取配当金 △12,788

支払利息 3,356

投資有価証券評価損益（△は益） 6,670

投資有価証券売却損益（△は益） △335

売上債権の増減額（△は増加） 505,273

たな卸資産の増減額（△は増加） △54,077

仕入債務の増減額（△は減少） △315,085

その他 △58,452

小計 315,312

利息及び配当金の受取額 9,785

利息の支払額 △1,286

法人税等の支払額 △174,758

営業活動によるキャッシュ・フロー 149,053

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,018,000

定期預金の払戻による収入 1,018,000

有価証券の取得による支出 △562,821

有価証券の売却による収入 122,743

投資有価証券の取得による支出 △100,000

投資有価証券の売却による収入 730

有形固定資産の取得による支出 △11,399

無形固定資産の取得による支出 △1,670

長期貸付金の回収による収入 500

保険積立金の積立による支出 △4,800

その他 △320

投資活動によるキャッシュ・フロー △557,037

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △13,331

社債の償還による支出 △10,000

配当金の支払額 △33,668

少数株主への配当金の支払額 △1,400

財務活動によるキャッシュ・フロー △58,399

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △466,383

現金及び現金同等物の期首残高 1,097,211

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 630,827
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、

従来、主として総平均法による原価法によっていま

したが、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準

第９号）を第１四半期から適用し、評価基準につい

ては、主として、総平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益の低下に基づく簿価切下げ法）

に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第

２四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

40,786千円減少しております。 

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。 

 

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

１　棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高は、実地棚

卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定しています。

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している固定資産の減価償却費につ

いては、当連結会計年度に係る年間の減価償却費の

額を期間按分する方法により算出しています。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前

連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

当該事項はありません。
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

　当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴ない、

機械装置については、従来耐用年数を10～15年として

おりましたが、第１四半期連結会計期間より、10～11年

に変更しました。 

　この変更は、法人税法の改正を機に機械装置の使用状

況を調べ、より実態に合わせた耐用年数へ見直したも

のであります。 

　当該変更に伴なう、当第２四半期連結会計期間及び当

第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微で

あります。 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年10月20日)

前連結会計年度末
(平成20年４月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　1,585,759千円
※２　

――

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　1,531,418千円
※２　期日満期手形

　期末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換

日をもって処理しております。

　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休業日であっ

たため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれてお

ります。

　受取手形　　　　　30,737千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年4月21日 
 至　平成20年10月20日)

※　販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次

のとおりです。

給与及び賞与 338,806千円

賞与引当金繰入額 91,186千円

退職給付費用 16,878千円

特定退職金共済掛金 10,592千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,737千円

荷造運搬費 77,447千円

減価償却費 29,332千円

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月21日 
 至　平成20年10月20日)

※　販売費及び一般管理費のうち主な費目及び金額は次

のとおりです。

給与及び賞与 167,008千円

賞与引当金繰入額 42,109千円

退職給付費用 10,246千円

特定退職金共済掛金 5,295千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,991千円

荷造運搬費 44,067千円

減価償却費 15,249千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月21日 
 至　平成20年10月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,181,827千円　　　

預入期間が３か月超の

定期預金
△1,551,000千円　　

現金及び現金同等物 630,827千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間末(平成20年10月20日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月21日　

至　平成20年10月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,801,760

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 61,740

　

３　新株予約権等に関する事項

該当する事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年７月16日
定時株主総会

普通株式 33,700 5 平成20年４月20日 平成20年７月17日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月28日
取締役会

普通株式 40,440 6 平成20年10月20日 平成21年１月６日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　当第２四半期連結累計期間において、総額33,700千円の剰余金の配当を行っております。この配当金に

関する詳細については上記「４　配当金に関する事項」に記載のとおりであります。
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(リース取引関係)

既存のリース取引は、所有権移転以外ファイナンス・リース取引で通常の賃貸借取引に係る方法に

準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年

度末に比べて著しい変動が認められないため、記載いたしておりません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年10月20日)

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの

　

区分
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

時価(千円) 差額(千円)

　その他 399,107 340,707 △58,400

計 399,107 340,707 △58,400

　

２　その他有価証券で時価のあるもの

　

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

　株式 102,573 140,254 37,681

計 102,573 140,254 37,681

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年10月20日)

通常業務から発生する債務を対象として、将来の市場変動による損失回避に資するものに限って、為替

予約取引を利用しております。また、信用リスクについては、取引の相手を信用度の高い銀行としている

ので、契約不履行によるリスクは極めて低いと判断しております。

これらの取引の執行及び管理は社内規程に基づき行っております。

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

通貨関連

　

種類 契約額等(千円) 時価(千円) 評価損益(千円)

為替予約取引

　買建　米ドル 2,340 2,209 △131

　買建　ユーロ 12,862 12,812 △50

合計 15,202 15,021 △181

　

(ストック・オプション等関係)

該当する事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当する事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月21日　至　平成20年10月20日)

　
理科学機器設備
(千円)

保健医科機器
(千円)

産業用機器
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,000,761365,061317,2011,683,024 ― 1,683,024

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,000,761365,061317,2011,683,024 ― 1,683,024

営業利益 93,876 75,932 47,518217,326(114,494)102,832

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

　
理科学機器設備 

(千円)
保健医科機器
(千円)

産業用機器
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,696,440984,910632,8303,314,180 ― 3,314,180

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,696,440984,910632,8303,314,180 ― 3,314,180

営業利益 92,353248,35895,489436,202(226,979)209,222

(注) 1.事業の種類別区分は、商品の主たる用途を考慮して区分しております。

2.「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）

を適用しております。この変更に伴ない、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の

理科学機器設備が27,935千円、保健医科機器が5,417千円、産業用機器が7,345千円、それぞれ営業利益が減少

しております。 

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月21日　至　平成20年10月20日)

　本邦以外の国または地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当する事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

　本邦以外の国または地域に所在する在外支店及び連結子会社がないため、該当する事項はありません。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月21日　至　平成20年10月20日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 188,667 42,688 231,356

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 1,683,024

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

11.2 2.6 13.8

(注)　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月21日　至　平成20年10月20日)

　

アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 369,808 100,908 470,716

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 3,314,180

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

11.2 3.0 14.2

(注)　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年10月20日)

前連結会計年度末
(平成20年４月20日)

927.44円 915.46円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月21日 
 至　平成20年10月20日)

１株当たり四半期純利益 19.27円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)　1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載いたしておりません。

2.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月21日 
 至　平成20年10月20日)

　四半期純利益                (千円) 129,901

　普通株主に帰属しない金額　　(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益　(千円) 129,901

　普通株式の期中平均株式数　　(株) 6,740,020

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月21日 
 至　平成20年10月20日)

１株当たり四半期純利益 10.11円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)　1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載いたしておりません。

　　　2.１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下の通りであります。

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月21日 
 至　平成20年10月20日)

　四半期純利益                (千円) 68,145

　普通株主に帰属しない金額　　(千円) ―

　普通株式に係る四半期純利益　(千円) 68,145

　普通株式の期中平均株式数　　(株) 6,740,020

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

第44期(平成20年４月21日から平成21年４月20日まで)中間配当については、平成20年11月28日開催の取

締役会において、平成20年10月20日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 　40,440千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　６円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成21年１月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月28日

株式会社ヤガミ

取締役会　御中

　

監査法人東海会計社

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　古　　橋　　富　　夫　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　小　　島　　浩　　司　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ヤガミの平成20年４月21日から平成21年４月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成

20年７月21日から平成20年10月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月21日から平成20年10月

20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤガミ及び連結子会社の平成20年10

月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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